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日本光学工業協会


平成３１年度前期技能検定実施説明会開催

平成３１年３月１日（金）、千代田区飯田橋、東京仕事センター地下講堂において、東京都職業能力開発協会主催の「平成３１年度前期技能検定実施説明会」が開催されました。

東京都においては、平成３１年度前期技能検定として1級・２級で４２職種７３作業、単一等級で４職種４作業、３級で１５職種１７作業が行われます。

当協会が、協力団体として担当している「光学機器製造職種―光学ガラス研磨作業」の実施予定日程は以下の通りです。

平成３１年　４月　３日（水）　：　受検申請受付開始

平成３１年　４月１６日（火）　：　受検申請受付締切り

平成３１年　５月　７日（火）　：　技能検定員・補佐員推薦依頼

平成３１年　５月３１日（金）　：　実技試験問題公表

平成３１年　５月３１日（金）　:　首席検定委員・事務局会議及水準調整会議

平成３１年　６月　７日(金)～９月１０日（火）　：　実技試験

　　　　　　　　　　　　　　　　（実技試験の会場は、実技試験受検票に記載する場所）

平成３１年　８月２５日(日)　：　学科試験





（学科試験の会場は、学科試験受検票に記載する場所）
平成３１年　１０月４日(金)　：　合格発表

上記のとおり、「光学ガラス研磨作業」の水準調整会議は、「首席検定委員・事務局会議」と同一日の午後に予定しています。場所は、港区芝公園３－５－８の機械振興会館会議室です。
技能検定員会及び事後の器材点検実施

平成３１年３月１日(金)、港区芝公園の機械振興会館会議室において、平成３０年度後期技能検定「光学機器組立て作業」の技能検定員会及び実技試験で使用された器材の点検が行われました。光学関係各社から推薦された木下首席はじめ５名の実技技能検定委員の方により、午前中から、２４台の器材のメカ、ガラスの点検が手際よく実施されました。技能検定委員の皆様、丸1日どうもご苦労様でした。

次回器材点検は、平成３１年度の実技試験前の今年１１月１日（金）に行われ、ガラスの点検、視度望遠鏡・コリメータ等の補助具の点検、副資材の点検等を中心に実施される予定です。
平成３０年度ISO/TC172/SC1/WG1/WG2合同委員会

平成３１年３月４日（月）午後、港区芝公園の機械振興会館会議室において平成３０年度ISO/TC172/SC1/WG1/WG2合同委員会が開催されました。以下審議内容の抜粋です。
議題及び決定事項；
（合同）
: ISO/PWI 14999-2；Optics and phtonics—Test methods for surface imperfections of optical elements—Part 2: Machine vision　Web　会議の報告

→中山委員より報告、ISからTRへ変更

　ISO/PWI 10110-16 ; Optics and photonics—Preparation of drawings for optical elements and systems—Part14:Wavefront deformation tolerance のSurvey対応の審議


→質問２．に関してコメント送付、その他質問は棄権投票

（WG1）：ISO/FDIS　１９９６２；Optics and photonics—Spectroscopic measurement methods for integrated scattering by plane parallel optical elements


→賛成投票


ISO/FDIS　１３６５３；Optics and photonics—General optical test methods—Measurement of relative irradiance in the image field

→最終原稿確認後に賛成投票（必要であればコメント追加）

（WG2）
: ISO/DIS 10110-8；Optics and photonics—Preparation of drawings for optical elements and systems—Part8:Surface textureの審議


→コメント付賛成投票。
平成３１年「STOP!熱中症　クールワークキャンペーン」の実施について
基安発0226第４号

　平成３１年２月２６日付で、厚生労働省労働基準局安全衛生部長より、当協会会長宛に平成３１年「STOP!熱中症　クールワークキャンペーン」の実施について依頼が送付されました。(以下抜粋)
　これまで、職場における熱中症予防対策については、平成２１年６月１９日付け基発第０６１９００１号「職場における熱中症の予防について」に基づく対策をはじめとして、毎年重点事項を示して、その予防対策に取り組んできたところであり、平成２９年より「STOP！熱中症　クールワークキャンペーン」を実施し、各災防団体等と連携して熱中症予防対策に取り組んできたところです。

　平成３０年度の職場における熱中症の発生状況（速報値）を見ると、死傷者数は１，１２８人、死亡者数は２９人となっており、平成２９年の発生状況（確定値）と比較して、死傷者数、死亡者数ともに２倍を上回る結果となりました。また、死亡災害の発生状況を見ると、建設業など屋外作業を中心に発生していましたが、製造業などの屋内作業においても多数発生しており、これらの中心には、WBGT値（暑さ係数）計を事業場で準備していないために作業環境の把握や作業計画の変更が出来ていない例や、熱中症になった労働者の発見や救急搬送が遅れた例、事業場における健康管理を適切に実施していない例などがみられました。このようなことから、職場における熱中症対策がまだ十分に浸透していなかったと考えられ、熱中症予防対策の徹底を図ることが必要です。
　平成３１年の本キャンペーンにおいては、職場における熱中症予防対策の浸透を図ることを目的とし、平成３１年「STOP!熱中症　クールワークキャンペーン」実施要綱のとおり実施します。事業場におけるWBGT値の把握や緊急時の連絡体制の整備等の重篤な災害を防ぐ対策について、特に重点的に周知・啓発を関係団体等と実施します。

　つきましては、貴会におかれましても、キャンペーンの趣旨を踏まえ、会員事業場に対し、その周知を図っていただきますとともに、各事業場において確実な取組がおこなわれますよう、特段のご配慮をお願いいたします。

２０２０年３月新規中学校・高等学校卒業者の就職に係る推薦及び選考開始期日等並びに文書募集開始時期等について（通知）
３０文科初第１５５３号

職発０２２１第4号

開発０２２１第5号
平成３１年２月２１日付で、文部科学省初等中等教育局長、厚生労働省職業安定局長、厚生労働省人材開発統括官より当協会会長宛に、２０２０年３月新規中学校・高等学校卒業者の就職に係る推薦及び選考開始期日等並びに文書募集開始時期等関して以下の通知が送付されてきました。（以下抜粋）
新規学校卒業者の就職については、種々ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

さて、新規中学校及び高等学校卒業者に対する早期選考の防止については、貴団体を始め各経営者団体等の御協力により、平成３０年度においても適切な取扱いが図られました。文部科学省及び厚生労働省においては、今後も、学校教育を充実し、就職希望者の適正かつ主体的な職業選択を確保するとともに、求人秩序の確立を図るため、２０１９年度においても選考開始期日等の完全順守をお願いする次第であります。ついては、貴団体におかれましても、下記の事項にご留意の上、選考開始時期等及び文書募集開始時期等の遵守について、会員事業所への周知徹底を図られるよう格別のご配慮をお願いいたします。また、新規学校卒業者の採用に当たっては、本人の適正と能力のみを基準としてこれを行い、定時制課程及び通信課程の卒業者と全日制課程の卒業者との間の差別的な取扱いや同和問題に係る差別的取扱いが行われないよう、また、男女雇用機会均等法の趣旨に沿った採用活動を行うとともに、障害者に対しては格別の配慮がなされるようお願いします。
　新規学卒者をめぐる就職環境は全体として順調に回復していると考えられるものの、就職がきまらない生徒も一定数おります。仮に就職未決定のまま卒業を迎える者が多数にのぼるとすれば、本人にとって若年期に就業を通じた知識・技能の蓄積が図れず、将来のキャリア形成の支障となるとともに、我が国の産業や社会を支える人材の育成が図られないなど深刻な問題を引き起こしかねません。将来にわたる日本経済の競争力・生産性の向上を図るため、こうした取引に御理解をいただき、２０２０年３月卒業予定者のための就職機会の確保に向けた努力をお願いします。
（１）新規中学校卒業者の推薦及び選考開始日
：２０２０年１月１日以降
（２）新規高等学校卒業者の推薦開始日
：２０１９年９月５日以降

（３）新規高等学校卒業者の選考開始日
：２０１９年９月１６日以降








（以下省略）

関連工業会情報

「コンピュテーショナルイメージング」技術講座

開催日
：２０１９年９月１２日（木）

時間
：１３：００～１７：００
会場
：機械振興会館　地下３階１号室


東京都港区芝公園３－５－８

　
電話　０３－３４３４－８２１６
主催
：一般社団法人　日本オプトメカトロニクス協会

定員
：２４名

「図解・光散乱とその計測への応用」入門　技術講座

開催日
：２０１９年６月１９日（水）

時間
：１３：００～１７：００

会場
：機械振興会館　別館４階



　東京都港区芝公園３－５－２２


　
電話　０３－３４３５－９３２１

主催
：一般社団法人　日本オプトメカトロニクス協会

定員
：２４名
以上

平成３１年１月生産・出荷統計
	
	生　　産
	受　入
	出　　荷
	月末在庫

	
	数　量
	金　額

(百万円)
	数　量
	販　売
	その他
	数　量

	
	
	
	
	数　量
	金　額

(百万円)
	数　量
	

	デジタル
カメラ
	164,179
(0.74)
	8,522
(0.86)
	256,571
(0.72)
	176,083
(0.70)
	9,216
(0.80)
	238,854
(0.72)
	279,045
(1.71)

	フィルム

カメラ
	6,678
(0.87)
	6,421
(0.78)
	6,019
(0.88)
	6,688
(1.00)
	6,729
(0.94)
	5,458
(0.86)
	10,504
(1.04)

	交換レンズ


	173,867
(0.89)
	10,004
(0.91)
	170,342
(1.40)
	256,744
(0.82)
	12,217
(0.88)
	37,535
(1.53)
	612,314
(1.36)

	光学・精密

測定機
	28,224
(1.09)
	6,489
 (1.07)
	-
	26,866
(1.08)
	6,188
(1.07)
	-
	33,308
(1.20)

	光分析機器


	13,863
(0.99)
	19,311
(1.13)
	-
	14,006
(1.01)
	19,223
(1.09)
	-
	7,882
(1.02)

	測量機


	 5,885
(0.89)
	828
(0.88)
	-
	9,540
(0.87)
	1,244
(0.78)
	-
	13,676
(2.15)

	合　計


	  -    


	51,575
(0.97)
	-
	-

	54,817
(0.95)
	-
	-



(　　　)内は、前年度比

注1） 「受入」:調査期間中に工場または倉庫に次の事由により受入れられた製品の数量

（1） 他企業から購入したもの(輸入を含む)

（2） 同一企業内の他工場から受入れたもの

（3） 委託生産品及び委託加工品を委託先の工場から受入れたもの

（4） 返品(戻入れ)されたもの　

　注２）　平成２５年１月より「写真用品」「双眼鏡」「顕微鏡」は経済産業省データ削除により掲載不可
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